


背景・目的①
・現状の問題点



背景・目的②
・動画の編集は非常に煩雑

→ＶＲを使って改善できないか？

問題点

１．マウス操作だけでは

非効率

２．ディスプレイサイズ

の制限

目的

１．マウス以外の直感的

な操作法

２．画面サイズの拡張



マウス以外の操作方法

KINECTを使ったIF タッチパネル式のIF

・両手を使えるのが望ましい

http://www.youtube.com/watch?v

=-2Kn2HKCWqs&feature=related

http://www.youtube.com/watch

?v=ho6Yhz21BJI&feature=play

er_embedded



画面サイズに依存しない表示①
・画面の外をヴァーチャルで表現出来ないか？



画面サイズに依存しない表示②
・拡張現実を使った方法

→動画編集に連動させたい



装置の構築①
・キネクト座標系→仮想ディスプレイ座標系

仮想ディスプレイ：

任意のサイズを設定出来る



装置の構築②

REAL（HMDなし） VIRTUAL(HMD)あり



考察
利点：

・両手を使う事による

操作の効率化

・直感的な操作が可能

・複数のファイルを同時

に扱える

・素材の切り貼りが容易

・安価に実現が可能

欠点

・動画編集とＩＦ処理は

それぞれ独立なソフト

・処理速度の低下

・応答の遅延

・特徴点の抽出が不安定


